
特記仕様書 

 

1 

 

京丹後市クラウド型電話交換機（ＰＢＸ）導入等業務（保守運用業務） 

 特記仕様書（参考案） 

 

 本特記仕様書（参考案）は、京丹後市クラウド型電話交換機（ＰＢＸ）導入等業務公

募型プロポーザルの実施に必要な最低限の内容を示すものであり、プロポーザルによ

る委託候補者選定後に、技術提案等を勘案し詳細な仕様を定める。 

 

１ 業務名 

京丹後市クラウド型電話交換機（ＰＢＸ）導入等業務（保守運用業務） 

 

２ 業務場所 

京丹後市地内 

 

３ 業務概要 

電話交換機（以下「ＰＢＸ」という。）のクラウド化及び固定電話のモバイル化し

た環境の保守運用を行うものとする。 

 

４ 業務期間 

保守運用業務  令和７年７月１日から令和１３年６月３０日（６年間） 

※１ 保守運用期間中に機種変更を１回行うこととする。 

※２ 本市都合で上記期間変更の必要が生じる場合は、双方で協議の上、変更内

容を決定するものとする。 

※３ 令和７年３月中の契約締結を想定 

※４ 令和７年７月中の運用開始を想定。 

 

５ 業務範囲 

本業務に係る業務範囲は次の各号に掲げる範囲とする。ただし、本仕様書に明示

されていない事項で必要と認められる機器・作業は、京丹後市（以下「本市」とい

う。）に報告の上、受託事業者の責任において実施することとする。 
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その他、本市の業務に障害が生じないよう誠意をもって対応するとともに、問題

が生じたときは、本市と協議の上、至急問題解決に当たることとする。 

（１）クラウド型ＰＢＸに係る部分 

ア アクセス回線や設置機器、提供サービス等の運用 

イ その他 

独立回線として整備しているアナログ回線、災害時優先回線、ＦＡＸ用回線に

ついては、本業務の対象外とする。 

（２）モバイル端末に係る部分 

ア 機器レンタル 

イ 修理・保守 

機器故障時には、先出しセンドバック方式により機器交換・修理することとし、

速やかに業務使用可能な状態に復帰させること。 

（３）通信契約等に関する部分 

契約期間中に、使用状況等から料金プランの変更を可能とすること。 

（４）ＭＤＭ、各種アプリケーション等の利用に関する部分 

（５）設計・設定作業に係る部分 

通話品質、通話システムの操作性及び通信事業者の電波障害等の障害発生時にお

ける業務継続性の担保に十分に留意し、設計・設定の最適化に努めること。 

（６）提供サービスの保守・故障修理等に係る部分 

ア 保守サポート業務 

コールセンター・サポート窓口、先出しセンドバック方式による代替機器送付、

出張修理作業（別途費用が生じる場合は、協議のうえ作業を行うこと。）等の業務

を行うこと。 

 

６ 対象施設 

対象施設 所在地 

峰山庁舎（増築棟） 京丹後市峰山町杉谷８８９番地 

峰山庁舎（既存棟） 京丹後市峰山町杉谷８８９番地 

福祉事務所 京丹後市峰山町杉谷６９１番地 
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大宮庁舎 京丹後市大宮町口大野２２６番地 

網野庁舎 京丹後市網野町網野３８５番地の１ 

丹後庁舎 京丹後市丹後町間人１７８０番地 

弥栄庁舎 京丹後市弥栄町溝谷３４６４番地 

久美浜庁舎 京丹後市久美浜町８１４番地 

※クラウド型ＰＢＸ環境を構築するのは峰山庁舎（増築棟）のみ。他の７施設には固定

電話機のみ設置予定 

 

７ 前提条件等 

（１）現状構成 

ア 外線番号数：１０９番号 

イ 外線チャンネル数：５４チャンネル 

ウ 現在稼働中のＰＢＸ：ＮＥＣ ＳＶ９５００ 

（２）ＰＢＸ移行後の想定構成 

ア 外線番号数：８８番号 

イ 外線チャンネル数：３１チャンネル 

ウ ＰＢＸ機能：クラウド型ＰＢＸ 

エ 電話機端末数：スマートフォン ７６０台 

ＩＰ固定電話 ２４台（８施設） 

（３）通信機器設置場所 

クラウド型ＰＢＸと連携する機器を設置する場合、設置場所は現在整備中の京丹

後市役所峰山庁舎増築棟３階サーバー室とする。 

（４）ＩＰ固定電話に関する庁舎内外ネットワークの活用 

庁舎内のネットワークについては、必要に応じて本市が設置する。 

各庁舎間等をつなぐ庁舎外ネットワークについては、本市が整備したネットワー

クの使用を適宜認めるが、使用に際しては事前に市がネットワーク保守等を委託す

る業者も含めて調整を行うものとする。 

本市が整備したネットワーク機器の設定については、市が行うものとする。 
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丹後庁舎

網野庁舎

峰山庁舎 大宮庁舎

久美浜庁舎 弥栄庁舎

保育所 学校

光ファイバー網

 ＜参考 ネットワークイメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ スケジュール 

環境構築までの基本スケジュールを下記に示す。また、詳細な作業内容について

は、契約締結後、作業開始までに工程表及び作業計画書を提出し、承認を受けるこ

と。 

 

令和７年３月下旬  契約締結 

令和７年３月下旬～ 要件定義、設計 

令和７年４月上旬～ 移行準備 

令和７年７月中旬～ 研修 

令和７年７月下旬～ 本番稼働開始（予定） 

 

９ システム仕様 

（１）ＰＢＸ等仕様 

 クラウド型ＰＢＸとする。 

 現在稼働中のオンプレミス型ＰＢＸからクラウド型ＰＢＸに稼働を継続しながら

移行できること。接続切替時など最低限の電話使用不可期間は除く。 
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 本業務で導入するモバイル端末及びＩＰ固定電話で内線・外線の発着信ができるこ

と。 

 着信グループを自由に作り、外線・内線着信時、外線・内線番号を割り当てたモバ

イル端末及びＩＰ固定電話が同時に鳴動すること。 

 モバイル端末からの発信時、割り当てた特定の外線番号が相手方に表示されること。 

 外線・内線通話を多段転送できること。 

 転送先の応答がない場合、通話を引き戻せること。 

 着信時に一定時間無応答の場合、あらかじめ登録した別の番号へ自動転送できるこ

と。 

 スケジュールで自動応答のガイダンスを流せること。 

 市の管理者により、モバイル端末毎の着信グループ等の設定変更がＷＥＢ上にて容

易に行えること。 

 事前のスケジュール設定等による自動転送ができること。 

 内線通話は、定額料金（基本料金内）で使用できること。 

 現在、本市で使用している外線番号（０ＡＢＪ番号）を継続使用できること。 

 利用予定の端末数、外線チャンネル数、内外線トラフィック等を十分考慮し、円滑

な電話運用が可能な設計をすること。 

 データセンターは日本国内にあること。また、耐震性や非常電源、セキュリティ対

策など必要な対策を講じていること。 

 クラウド型ＰＢＸについて、セキュリティ対策を講じること。 

（２）スマートフォン仕様 

 インターネット通信ができるデータ通信機能を有した同一機種を７６０台導入す

ること。 

 ｉＯＳ１７以上又はＡｎｄｒｏｉｄ１３以上のＯＳがインストールされているこ

と。 

 ６４ＧＢ以上の内蔵ストレージ、３ＧＢ以上のメモリを有していること。 

 月間のデータ通信量が２ＧＢ以上のプランであること。 

 カメラを内蔵していること。 

 日常生活レベルの防水・防塵性能を有していること。 
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 原則、国内通話が無制限のプランであること。 

 料金プランについては、運用開始後に使用状況の調査を行い、費用適正化のための

プラン変更を可能とすること。 

 指紋認証等の生体認証に対応していること。 

 通話及びデータ通信は、国内において４Ｇ、５Ｇでの接続が可能であること。 

 付属品（充電器、液晶フィルム、クリアケース（本体背面保護））を７６０式用意

すること。 

 機器管理のためのＭＤＭ（Mobile Device Management）サービスを導入し、必要な

支援を行うこと。 

 導入するスマートフォン全てにキッティング作業を実施すること。 

 マルウェア対策を講じること。 

 故障時は、先出しセンドバック方式により原則無償で修繕又は交換を行うこと。 

 保守運用期間中に機種変更を１回行うこと。また、使用状況を鑑みて導入台数の見

直しを機種変更のタイミングで可能とすること。 

（３）ＩＰ固定電話仕様 

 同一機種を２４台導入すること。 

 本市指定の施設、場所に設置すること。 

 液晶ディスプレイを有すること。（モノクロも可） 

 ＰｏＥ（Power over Ethernet）での電源供給が可能であること。 

 クラウド型ＰＢＸと連携可能であること。 

 １台に複数番号の外線番号を割り当て、どの番号宛てか判別可能な形で着信できる

こと。（計５５番号） 

（４）その他仕様 

 ＭＤＭとして、スマートフォンの遠隔ロック・初期化、機能制限の機能を有するこ

と。 

 ＭＤＭとして、スマートフォンへのアプリケーション一斉配信及び更新の機能を有

すること。 

 ＭＤＭとして、端末情報と利用者情報を紐づけ、一元管理する機能を有すること。 

 クラウドＰＢＸでの外線通話はすべて一定期間録音できる環境を構築すること。録
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音対象は公衆回線（０ＡＢＪ番号）とし、携帯電話番号（０Ａ０番号）は対象外と

する。 

 運用保守サービスについて、クラウドＰＢＸ、ネットワーク、モバイル端末に係る

サポート対応は平日の９時から１８時まで対応とし、電話受付も含めて対応するこ

と。また、モバイル端末紛失時等の遠隔ロック、遠隔消去に関しては２４時間３６

５日対応とする。 

 庁内設置機器含む各種機器や回線故障時に機能停止を伴わないよう冗長構成とす

ること。 

 

１０ 通信契約者等の条件 

 移動通信サービスを提供する電気通信事業を営む者であって、本市内において移動

通信サービスに係る無線局を自ら開設又は運用している者とする。 

 ＭＮＯ（移動体通信事業者）が提供する移動通信サービスを採用すること。 

 「情報セキュリティマネジメントシステム（ＩＳＭＳ）適合性評価制度」に適合し

ていること。 

 

１１ 移行要件（契約期間満了時の扱い） 

 契約が終了（一部終了を含む。）し、別事業者のサービスを利用することとなっ

た場合、本市と協議の上、設定情報の提供等必要な支援作業を行い、円滑な移行に

寄与すること。 

 

１２ その他 

本仕様書に定める事項に疑義が生じた場合又は仕様書に定めのない事項につい

ては、本市と協議の上、決定するものとします。 


